
自治医科大学看護学ジャーナル　第23巻（2025）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成19年4月1日制定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正平成26年1月7日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正平成26年10月23日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正平成28年2月18日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正平成28年5月26日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正平成29年5月8日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正令和2年7月6日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正令和3年11月9日

　　　　　　　　　　　　自治医科大学看護学ジャーナル投稿規程

1．投稿資格

　投稿できる筆頭著者は，投稿の時点で自治医科大学看護学部の教員，自治医科大学大学院看護学研究科

院生（修了生含む），研究生，学校法人自治医科大学に所属し，かつ看護職にある者，その他編集委員会が

適当と認めた者とする。なお，筆頭著者以外については，この限りではない。

皿．原稿の内容

　原稿の内容は，看護学およびそれに関連するものとし，原則として未発表のものとする。

皿．原稿の種類

　原稿の種類は，「原著論文」，「総説」，「実践報告」，「資料」，「特別寄稿」とし，編集委員会が適当と認

めたものとする。

　a．原著論文

　　新しい知見が論理的に示されており，看護学の発展に寄与すると認められたもの。

　b．総説

　　看護学に関わる特定のテーマについて，多面的に幅広い知見を収集して総括し，概説・解説または考

　察したもの。

　c．実践報告

　　看護実践あるいは教育に関わる新しいもしくは意義ある活動や技術・方法について報告したもの。

　d．資料

　　看護学に関連する提案，提言，調査など，報告の意義が認められたもの。

　e．特別寄稿

　　編集委員会からの依頼に基づく寄稿原稿。原則的には査読を設けない。

IV．投稿原稿の採否

　投稿原稿の採否は，1編につき2名の査読員による査読を行い，自治医科大学看護学ジャーナル投稿論文

規程に基づいて編集委員会で決定する。

V．掲載原稿の著作権

　本誌に掲載された原稿の著作権は自治医科大学看護i学部に帰属する。
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VI．投稿要領

　1．原稿種類による枚数

　　1）　「原著論文」，「総説」は，原則として刷り上がり12ページ以内とする（図・表・写真を含む）。

　　2）　「実践報告」，「資料」は，原則として10ページ以内とする。

　　　＊刷り上がり1ページは，和文原稿ではA4判タイプ用紙で約1枚欧文原稿ではA4判タイプ用紙で約

　　　　2枚に相当する。

　　　＊原稿種類の変更により枚数の調整が必要な場合は，編集委員会で審議し決定することとする。

　　　＊なお，上記の枚数を超過した場合，その超過した部分にかかわる費用は著者の負担とすることが

　　　　ある。

　2．原稿の様式

　　1）原稿は，A4判，横書きの用紙を用いて，フォントはMS明朝もしくはMSゴシックを用いたMS．

　　　　wordで書かれた，1頁44字×45行2段組とする。

　　2）英文の場合は，A4判ダブルスペースとする。

　　3）原則として新かなつかいとし，常用漢字を用いる。句読点は，全角文字の「，（カンマ）。（マ

　　　　ル）」を，英字・数字は半角文字を用いる。単位や略語は，慣用のものを用いる。外国人名や適当

　　　　な日本語訳のない術語などは原綴を用いる。

　3．原稿の構成

　　1）原稿の構成は，原則として次のとおりとする（ただし，「原著論文」は以下の構成を遵守する）。

　　　　1．はじめに

　　　　n．研究方法

　　　　皿．研究結果

　　　　IV．考察

　　　　V．結論

　　　　　　文献

　　2）投稿論文の本文は，章・節・項，等の見出しをつけて読みやすくし，それぞれ区別する。

　　　　（例）

　　　　　　1

　　　　　　　1．

　　　　　　　　1）

　　　　　　　　（1）

　　　　　　　　　①

　4．図，表および写真

　　　図，表および写真には，図1，表1，写真1などの通し番号，ならびに表題をつけ，本文とは別に

　　一括し，原稿の欄外にそれぞれの挿入希望位置を指定する。図，表および写真は，原則としてそのま

　　ま掲載できる明瞭なものとする。なお，カラー写真を掲載する場合，その費用は著者負担とする。

　5．倫理的配慮

　　　論文の内容が倫理的配慮を必要とする場合は，「研究方法」の項で倫理的配慮をどのように行ったの

　　かを記載する。
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6．利益相反の開示

　1）本文の最後に，研究費・特許取得を含む企業との財政的関係，公的研究費に基づくか，財政的補

　　　助をうけた研究か，を明記する。

　2）利益相反関係がある場合には，関係する団体名も含め記載する。

7．文献の記載様式

　1）文献は，本文の引用箇所の肩に1），1～5）などの番号で示し，本文の最後に一括して引用番号順

　　　に記載する。

　2）雑誌名は，原則として省略しないこととするが，省略する場合は，和文のものは日本医学雑誌略

　　　名表（日本医学図書館編），英文のものはlndex　Medicus所蔵のものにしたがう。

　3）文献の記載方法は，次の例にしたがう。著者名は，和洋文献共に3名までとする。

　　（1）雑誌の場合

　　　　　著者名：論文題名．雑誌名，巻数（号数）；頁一頁，発行年（西暦）．

　　　　　例：1）緒方泰子，橋本廼生，乙坂佳代他：在宅要介護i高齢者を介護する家族の主観的介護

　　　　　　　負担　日本公衆衛生雑誌47（4）；307－319，2000．

　　　　　　　2）Stoner　MH，　Magilvy　J．K．，　Schultz　P．R．，　et　aL：Community　analysis　in　community

　　　　　　　health　nursing　practice：GENESIS　model．　Public　Health　Nursing，　9（4）；223－227，1992．

　　（2）単行本の場合

　　　　　著者名：論文題名．編集者名，書名，発行所（発行地），頁一頁，発行年（西暦）．

　　　　　例：1）岸良範，佐藤俊一，平野かよ子：ケアへの出発．医学書院（東京），71－75，1994．

　　　　　　　2）Davis　E．　R．：Total　Quality　Management　for　Home　Care．　Aspen　Publishers（Maryland），

　　　　　　　32－36，1994．

　　（3）インターネットの場合

　　　　　Webpage

　　　　　著者名：表題URLアドレス．（参照日）

　　　　　URLはMS　Wordの機能により自動的にハイパーリンクが付されることがあるが，ハイパーリ

　　　　　ンクは削除する。

　　　　　例：1）厚生労働省：看護基礎教育検討会報告書

　　　　　　　https：／／wwwmhlw．go．jp／content／10805000／OOO557411．pdf．（参照日2019年11月26日）

　　　　　Online　journal　article

　　　　　著者名：論文題名．雑誌名，巻数（号数）；頁一頁，発行年（西暦）．URLアドレス．（参照日）

　　　　　例：1）Goda　H，　Kawasaki　H，　Masuoka　Y．，　et　al．：Opportunities　and　challenges　of　integrating

　　　　　　　genetics　education　about　human　diversity　into　public　health　nurses’responsibilities　in

　　　　　　　Japan．　BMC　Nursing，18；65，2019．

　　　　　　　httpsノ／bmcnurs．biomedcentralcom／articles／10．1186／s1291201903916（参照日2019年12月10日）

　　　　　　　2）Thompson　G．　N．，　and　McClement　S．　E．：Critical　nursing　and　health　care　aide　behaviors

　　　　　　　in　care　of　the　nursing　home　resident　dying　with　dementia．　BMC　Nursing，18；59，2019．

　　　　　　　httpsノ／bmcnurs．biomedcentraLcom／articles／10．1186／s12912D19－0384－5（参照日2019年12月10日）

　4）特殊な報告書，投稿中原稿，私信など一般的に入手不可能な資料は，原則として引用文献として

　　　は認められない。
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8．その他

　　投稿者（複数の研究者の場合を含む）は，別添えの投稿論文チェックリストに従い原稿を点検し，

当該チェックリストを投稿原稿とともに必ず提出する。

　　必要時「iThenticate」（論文剥窃チェックツール）（自己申請）等を使用し投稿論文内容を確認す

　る。

W．投稿原稿の提出方法

　投稿論文原稿は2部提出する。内訳として「原本投稿原稿」，「査読用投稿原稿」とする。

　1．投稿原稿の形式

　　1）原稿の1枚目

　　　「原本投稿原稿」と「査読用投稿原稿」の2種類がある。

　　（1）「原本投稿原稿」は，希望する原稿の種類，表題，英文表題，著者名，英文著者名，所属機関

　　　　名，英文所属機関名，3～4語程度のキーワードを記載する。

　　（2）「査読用投稿原稿」は，希望する原稿の種類，表題英文表題，3～4語程度のキーワードを記載

　　　　する。著者名，英文著者名，所属機関名，英文所属機関名は記載しない。

　　2）原稿の2枚目

　　　「原本投稿原稿」「査読用投稿原稿」とも以下共通内容である。

　　（1）400字程度の和文抄録をつける。

　　（2）『原著論文』を希望する場合は，和文抄録に加えて250words程度の英文抄録と3～4　words程度の

　　　　英語キーワードをつける。英文抄録は，著者の責任においてネイティブチェックを受けること。

　　3）原稿3枚目以後

　　（1）本文とする。※投稿要領「原稿の構成」参照

　　（2）「査読用投稿原稿」では，倫理審査委員会の固有名，謝辞他，投稿者を特定する事項はマスキン

　　　　グする。

　　（3）論文頁数行数（※行数は通し番号とせずに頁ごとに1から開始する）を挿入して提出する。

　　4）上記の1）～3）は，個別のファイルで提出しても良い。

　2．投稿原稿の提出方法

　　1）投稿原稿の提出（上記の投稿原稿，図・表）は，電子媒体にて提出する。なお，投稿原稿は，

　　　　ジャーナル投稿規程に沿って体裁を整えて提出すること。

　　2）ファイルは，「Word」文書ファイルで提出する。　Macを用いる場合は，　DOS／Vフォーマットを使

　　　　用すること。

　　　　※メールには，氏名，使用したワープロソフト名を明記する。

　　3）添付ファイル名は，「第○巻看護学ジャーナル（原本）：氏名」と「第○巻看護学ジャーナル（査

　　　　読用）：氏名」の2種類のファイル名を記載し送付する。

　3．投稿原稿の受付期間

　　1）投稿原稿の受付は，通年受付とする。

　　2）随時投稿された原稿は投稿された時点から査読を開始する。

　　3）査読期間は約4週間，原稿修正期間は約4週間を目安とする。

　　4）当該年度の9月末日までに投稿した場合は，査読の結果により当該年度の号に掲載可能となる。
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珊．論文投稿者修正論文の提出方法

　論文投稿者は，査読結果に対する「回答書」を必ず作成し，締め切り日迄に提出する。

　1．査読者2名に対して，それぞれの回答書を作成する。

　2．回答書のフォーマットは自由書式とする。

　3．編集委員会からの求めがあった場合は，倫理審査委員会の承認通知書を提出する。

P（．校正

　著者の校正は初校のみとし，それ以降の校正は編集委員会において行う。

X．別刷

　別刷は30部までは無料とする。それ以上の部数が必要な場合の費用は，著者の負担とする。
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　　　　　　　　　　　　　　　　投稿論文チェックリスト

　投稿者（筆頭著者，共著者を含む）は，論文を投稿前に下記内容について点検をし，原稿に添付して必

ず提出してください。なお，共著者が複数人いる場合は，筆頭著者に次ぐ論文投稿の責任者が点検をする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チェック例［Z】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆頭

1）原稿は，他の出版物に既に発表，あるいは投稿されていない

2）引用や転載は適切に行われている

3）原稿は，看護学ジャーナル投稿規程の投稿要領に従い記述している

4）抄録は，原則として目的・方法・結果・結論の項目をつけ簡潔に記述している

5）本文，文献，図表を含めて規定する字数の範囲内である

6）希望する原稿の種類を確認している

7）研究に対する倫理的配慮について適切に記述している

8）許諾が必要な場合は，倫理委員会の許可を得たことを記述している

9）個人情報の匿名性が確保されている

10）利益相反が存在する場合は適切に記述している

11）文献の記載方法は投稿規程に従っている

12）引用文献は，本文中の番号と一致している

13）引用文献リストに記載された全ての文献は本文中に引用されている

14）投稿者は，今回投稿した論文の初版のみならず，再投稿する場合の修正版，およ

　び掲載前の最終版を承認している

【iThenticate（論文剰窃チェックツール）利用の有無についてどちらかに○をしてください。　】

　　　　　　　　　利用した　　　　　・　　　　利用していない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入年月日（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆頭著者　自署：

記入年月日（

共著者　自著：

）
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